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快晴の秋空に羽ばたくビッグアート「耐久の天上絵」
　一般来場者1,000人を越えた2010年度文化祭。
　テーマは「青春の風を感じろ！」
　　　　　　　　　　　　～ Memory of Best Friends ～
　全校生徒によるビッグアートは、文化祭実行委員が企
画し全クラスが作業に関わった。
　使用済みバドミントンの羽6,500個を連結した天上絵
が中庭上空に見事に羽を広げ、青春の風を吹かせた。
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本
校
は
平
成
24
年
に
創
立
１
６
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
平
成
21
年
11
月
19
日
に
、
そ
の
第
１
回
準
備
委
員

会
が
開
催
さ
れ
て
後
、
今
年
度
２
回
の
準
備
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
学
校
・
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
創
立

１
６
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
発
足
し
ま
し

た
。

◇
経
過
報
告

　

•
第
１
回
準
備
委
員
会
（
平
成
21
年
11
月
19
日
）

　

•
第
2
回
準
備
委
員
会
（
平
成
22
年
６
月
30
日
）

　
　
　

実
行
委
員
長
・
副
実
行
委
員
長 

決
定

　

•
第
3
回
準
備
委
員
会
（
平
成
22
年
７
月
28
日
）

　
　

    

実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
決
定
・
委
嘱

　

•
第
1
回
実
行
委
員
会
（
平
成
22
年
９
月
29
日
）

　
　
　

実
行
委
員
自
己
紹
介
・
記
念
事
業
に
つ
い
て

　

•
第
２
回
実
行
委
員
会
（
平
成
22
年
11
月
17
日
）

　
　
　

事
業
内
容
・
記
念
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て

　

•
第
3
回
実
行
委
員
会
（
平
成
23
年
１
月
20
日
）

　
　
　

同
窓
会
名
簿
・
記
念
式
典
に
つ
い
て 

                                   

◇
記
念
事
業
の
概
要

１　

記
念
式
典
（
平
成
24
年
11
月
）

　
　

・
記
念
講
演　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

他

２　

同
窓
会
名
簿
の
発
刊

３　

記
念
グ
ッ
ズ
（
ミ
ニ
タ
オ
ル
）
の
販
売

４　

記
念
展
示

５　

そ
の
他

　
　

※
今
回
は
募
金
（
寄
付
）
活
動
は
行
わ
な
い
こ
と

に
決
定

同
窓
会
活
動
報
告

四役員会（学校）
関西耐久会総会（Ｈ大阪ベイタワー）
……中嶋校長・下野会長・事務局
耐久高校文化祭への参画
（同窓会テント設置・飲み物サービス他）

第１回創立160周年実行委員会（学校）
四役員会（学校）
第２回創立160周年実行委員会（学校）
「頑張れ母校先輩が先生」則岡宏牟氏講演会

2010（Ｈ22）年
25
5

18

29
27
17
22

8.
9．

10．
11.

四役員会
会報編集委員会（学校）

組織強化支援事業　高31期同窓会（Ｈグランビア和歌山）
組織強化支援事業　高59期同窓会（鮎茶屋）
第３回創立160周年実行委員会（学校）  
会報編集委員会（学校）
本部役員会
卒業生クラス代表との懇談会（学校）……下野会長

7
21

2
2
20
26
4
28

１２．

1.

2.

2011（Ｈ23）年

実　行　委　員　長 下野　憲英（同窓会長）

副実行委員長 中嶋　康彦（学校長）
 圓生　浩明（PTA会長）

本　部　同　窓　会 宮井　慶三 栩野　裕明 法眼　貞子 半辺みつ子
 古川　友子 大西　義弘 大西　和彦

有　田　耐　久　会 柏原政夫美 大浦　睦美 三角　　治 辻岡　俊明

Ｐ　Ｔ　Ａ　役　員 的場　　久 弓場　　守 田中　弘幸 岩上　俊美
 南　　賀也 生賀　美紀 栩野みのり

学  校  職  員 岩﨑　浩久（全日教頭）　　貴志　武久（定時教頭）　　東田　和也（事務長）
 白井　敏之 　　  川口　裕幸 　　　　　 川口　　勉

顧 問（相談役） 橋本　佳己 伏木冨紀子 齋藤春太郎 清水　康夫

濱
口
梧
陵 

銅
像

創立 160 周年記念事業実行委員会 発足

支
部
連
絡
先

 有 田 耐 久 会 
会長　柏　原　政夫美

〒643-0004  有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

 関 東 耐 久 会 
会長　九　鬼　利　郎

〒 160-0022  東京都新宿区新宿 1-3-12-1002
株式会社 オフィス ココ　桜バンケット

Tel  03-3359-9520

 和歌山耐久会 
会長　田　辺　善　彦

〒640-8144  和歌山四番丁 26番地の 2
田辺法律事務所

Tel  073-431-2801

 関 西 耐 久 会 
会長　萩　平　　　勲

〒540-0012  大阪市中央区谷町 1-3-17-301 号
ビジネス インテグレート㈱

Tel  06-6941-8282

同窓会のホームページURL　http://www.taikyu-h.wakayama-c.ed.jp/obroom/obindex.htm
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濱
口
梧
陵
先
生
の
「
稲
む
ら
の
火
」

が
六
十
四
年
ぶ
り
に
教
科
書
に
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
「
百
年
後

の
ふ
る
さ
と
を
守
る
」〈
光
村
図
書
出
版

国
語
5
年
〉
は
和
歌
山
全
県
下
の
小
学

校
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
で
す
。ボ
リ
ュ
ー

ム
も
十
一
頁
に
わ
た
る
そ
う
で
す
。
先

生
を
校
祖
の
一
人
と
仰
ぐ
耐
久
高
等
学

校
と
し
て
、
誠
に
慶
賀
に
堪
え
な
い
思

い
で
す
。

　

今
回
の
「
稲
む
ら
の
火
」
の
教
科
書

採
用
は
、
か
つ
て
中
井
常
蔵
氏
の
『
稲

む
ら
の
火
』
が
昭
和
十
二
年
か
ら
昭

和
二
十
二
年
ま
で
国
定
教
科
書
で
掲
載

さ
れ
て
い
た
内
容
の
復
活
だ
け
で
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
国

語
科
だ
け
で
は
な
く
社
会
科
の
「
災
害

に
強
い
地
域
に
す
る
た
め
に
努
力
し
た

人
」
小
学
社
会
3
・
4
年
（
下
）〈
日
本

文
教
出
版
〉
や
「
新
し
い
社
会
」
5
年

（
下
）〈
東
京
書
籍
〉
に
、理
科
で
は
「
わ

く
わ
く
理
科
6
」〈
新
興
出
版
社
啓
林

館
〉に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
ボ
リ
ュ
ー

ム
も
日
本
文
教
出
版
で
は
二
十
頁
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
教
科
書
以
外
に
も
道

徳
の
人
命
尊
重
の
指
導
教
材
と
し
て
、

「
道
徳
の
授
業
が
100
倍
面
白
く
な
る
道

徳
朗
読
劇
の
指
導
」
小
学
校
新
学
習
指

導
要
領
対
応
〈
黎
明
出
版
〉
に
「
稲
む

ら
の
火
」
が
教
材
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
教
材
を
み
る
に
、「
稲
む
ら
の

火
」
の
事
績
は
学
ぶ
べ
き
内
容
が
豊
か

に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

　

濱
口
梧
陵
先
生
の
安
政
南
海
地
震
の

津
波
到
来
か
ら
の
村
民
救
命
と
そ
の
後

の
私
財
を
投
入
さ
れ
た
こ
と
、
村
民
が

そ
れ
に
応
え
て
汗
を
流
し
て
広
村
堤
防

を
完
成
さ
せ
た
こ
と
は
、
応
急
・
救
助

・
復
旧
・
復
興
と
い
う
、
防
災
の
一
大

模
範
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
、「
稲
む
ら
の

火
」
の
自
助
と
共
助
そ
し
て
民
間
活
力

の
導
入
は
、
防
災
の
み
に
止
ま
ら
ず
、

私
た
ち
が
今
日
の
社
会
を
生
き
る
上
で

の
果
た
す
べ
き
役
割
を
指
し
示
し
て
く

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
加
え
て
、
子
ど

も
達
が
濱
口
梧
陵
先
生
の
事
業
を
調

べ
、
考
え
、
気
づ
い
て
い
く
学
習
は
、

子
ど
も
達
の
確
か
な
郷
土
愛
を
培
う
と

と
も
に
、
先
生
が
憂
い
耐
久
舎
設
立
に

至
っ
た
、
我
が
国
へ
の
深
い
思
い
の
育

成
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
「
稲
む
ら
の
火
祭
り
」
に
参
加
す
る
こ
と
を

同
窓
会
（
有
田
耐
久
会
）
活
動
の
一
環
に
取

り
入
れ
た
ら
と
の
意
見
が
あ
り
、
10
月
16
日

に
本
部
同
窓
会
下
野
会
長
、
宮
井
・
栩
野
・

古
川
副
会
長
と
私
が
体
験
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
場
で
あ
る
広
川
町
役
場
前
で
の

セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
、
な
か
で
も
広
小
学
校

6
年
生
の
合
唱
「
稲
む
ら
の
火
」
〜
津
波
か

ら
村
を
守
っ
た
男
の
話
〜
に
は
一
同
感
動
し

て
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

夕
刻
に
な
り
、
次
第
に
広
川
町
役
場
前
に

住
民
が
集
ま
っ
て
く
る
。
先
生
に
引
率
さ
れ

た
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
た
ち
も

す
で
に
到
着
し
出
番
を
待
っ
て
い
る
。
午
後

6
時
、
勇
壮
な
和
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る

中
、
児
童
生
徒
を
先
頭
に
松
明
を
手
に
し
た

住
民
も
「
か
が
り
火
」
か
ら
火
を
取
り
広
八

幡
神
社
へ
と
出
発
す
る
。
行
列
は
船
着
場
を

見
な
が
ら
左
に
折
れ
町
中
に
入
っ
て
い
く
。

こ
こ
か
ら
神
社
の
近
く
ま
で
は
一
直
線
の
道

程
と
な
る
。
沿
道
で
は
住
民
が
笑
顔
で
行
列

を
迎
え
る
。
や
が
て
一
人
の
持
つ
松
明
の
灯

が
つ
な
が
り
一
本
の
長
い
炎
の
帯
と
な
り
、

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
移
動
し
て
い
く
。
出
発

し
て
30
分
ほ
ど
、
先
頭
が
神
社
に
到
着
す
る

頃
、
神
社
下
の
田
ん
ぼ
に
高
く
積
み
上
げ
ら

れ
た
「
稲
む
ら
」
に
火
が
放
た
れ
、
い
っ
き

に
燃
え
上
が
る
。
炎
は
人
々
の
顔
を
赤
く
染

め
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
歓
声
が
沸
き
上
が

る
。
神
社
で
は
女
性
部
の
人
た
ち
が
心
の
こ

も
っ
た
う
ど
ん
を
用
意
し
て
迎
え
て
く
れ

る
。
耐
久
高
校
の
生
徒
ら
も
会
場
整

理
に
活
躍
し
て
い
る
。

　

こ
の
火
祭
り
で
素
晴
ら
し
い
と
思

う
の
は
、
行
政
で
は
な
く
住
民
が
主

体
と
な
り
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
町

内
の
児
童
生
徒
も
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

2
0
1
1
年
は
「
稲
む
ら
の
火
」
の
出
来

事
か
ら
１
５
７
年
目
と
な
る
そ
う
で
す
。
梧

陵
さ
ん
の
偉
業
は
、
津
波
か
ら
大
勢
の
村

人
の
生
命
を
救
っ
た
だ
け
で
な
く
、
震
災
後

に
私
財
を
投
げ
は
た
し
被
災
民
へ
の
雇
用
対

策
も
兼
ね
た
広
堤
防
の
建
設
に
、
漁
民
に
は

船
を
住
民
に
は
家
な
ど
救
い
の
手
を
差
し
の

べ
、
村
人
の
離
散
か
ら
広
村
を
守
り
復
興
さ

せ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
偉
業
は
、
こ
の
火
祭
り
を
通
じ

て
後
世
に
語
り
継
が
れ
、
ま
た
梧
陵
の
「
助

け
合
い
の
精
神
」
は
、
広
く
私
た
ち
社
会
の

中
に
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
こ
の
偉
大
な
人
、
浜
口
梧
陵
翁
の
創

設
し
た
学
舎
「
耐
久
」
の
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
を
心
か
ら
誇
り
に
思
い
ま
す
。

常
任
幹
事    

和 

泉 

保 

廣
（
高
22
期
）

「
稲
む
ら
の
火
祭
り
」に
参
加
し
て

校　

長   　

 

中　

嶋　

康　

彦

学
び
の
宝
庫
「
稲
む
ら
の
火
」

母校への、ご理解とご支援を！
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十
一
月
二
十
二
日
、　

恒
例
の
「
先

輩
を
迎
え
て
の
講
演
会
」
が
、
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
で
紹
介
の
異
色
の
先
輩
則
岡
宏

牟
氏
を
お
招
き
し
、
全
校
生
徒
・
職
員
・

同
窓
会
有
志
の
参
加
の
下
に
開
催
さ
れ

た
。
趣
味
の
旅
行
談
に
端
を
発
し
、
米

国
始
め
多
く
の
国
々
を
歴
訪
さ
れ
見
聞

を
広
め
ら
れ
た
お
話
に
魅
了
さ
れ
た
。

３
年　

玉　

置　
　
　

香　

　

今
回
の
講
演
を
聴
か
せ
て
頂
き
、
則
岡
さ
ん

の
言
葉
の
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
と

同
時
に
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
歩
ん
で
い
く
べ
き

人
生
に
つ
い
て
改
め
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
自
ら
の
進
路
実
現
に
向
け
、
日
々

奮
闘
し
て
い
る
私
た
ち
三
年
生
に
と
っ
て
、
こ

の
講
演
は
た
い
へ
ん
意
味
の
あ
る
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
驀
直
前
進
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
則

岡
さ
ん
は
自
ら
の
人
生
に
常
に
ゴ
ー
ル
を
設
置

し
、
そ
れ
に
向
か
い
努
力
を
し
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
を
設
置
す
る
だ
け
な
ら
ば
、

そ
れ
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
大
切
な

こ
と
は
、
目
標
達
成
の
た
め
に
自
分
自
身
が
意

欲
を
持
ち
、
ゴ
ー
ル
に
向
か
い
常
に
努
力
を
惜

し
ま
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
は
、

人
間
が
生
き
て
い
く
中
で
最
も
大
切
な
こ
と
で

あ
り
、
絶
対
に
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と

講
演
を
聴
か
せ
て
頂
き
な
が
ら
強
く
感
じ
ま
し

た
。
一
つ
は
、
ゴ
ー
ル
を
迎
え
る
こ
と
で
達
成

感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
た

次
に
何
か
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
向
上
心
へ

と
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
こ

と
の
繰
り
返
し
が
私
た
ち
の
人
生
を
よ
り
豊
か

な
も
の
へ
と
変
え
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、

心
に
強
く
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
何
か
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
熱
中
す

る
こ
と
は
、
と
て
も
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。
自
分
が
旅
を
し
た
世
界
各
国
の
写
真
を

一
つ
一
つ
私
た
ち
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
則

岡
さ
ん
は
、
本
当
に
生
き
生
き
と
し
て
お
ら
れ
、

聞
い
て
い
る
こ
ち
ら
ま
で
、
ま
る
で
そ
の
国
を

訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
気
分
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
に
も
今
趣
味
と
呼
べ
る

も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
熱
中
し
て
い
る
と
き
は

本
当
に
楽
し
く
、
生
き
甲
斐
と
い
う
も
の
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
私
の
人

生
の
中
で
、
あ
と
い
く
つ
自
分
が
趣
味
と
呼
べ

る
も
の
に
出
会
え
る
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
則
岡
さ
ん
の
生
き
方
を
参
考
に

さ
せ
て
頂
き
、
私
自
身
も
自
分
の
夢
や
目
標
の

た
め
に
、
ま
た
、
自
分
で
納
得
の
い
く
よ
う
な

生
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
「
驀
直
前
進
」

し
な
が
ら
自
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

３
年　

國　

弘　

直　

豊　

　
「
が
ん
ば
れ
母
校
先
輩
が
先
生
」
の
講
演
会

で
、
則
岡
先
生
は
ご
自
身
の
卒
業
後
の
話
や
、

様
々
な
趣
味
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
僕
が
今
回
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
講
演
の

タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
「
驀
直
前
進
」
と
い
う
言

葉
で
す
。
驀
直
前
進
と
は
元
々
「
驀
直
に
去
れ
」

と
言
う
言
葉
で
、
何
事
で
も
計
画
中
は
大
い
に

悩
み
、
検
討
を
加
え
る
べ
し
、
結
論
が
出
た
と

き
、
真
っ
直
ぐ
目
的
に
向
か
っ
て
、
脇
目
も
振

ら
ず
進
ん
で
行
け
と
言
う
意
味
で
す
。

　

趣
味
や
好
き
な
こ
と
に
驀
直
前
進
し
て
い
る

人
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ

は
努
力
が
足
り
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
つ
い
つ

い
自
分
は
時
間
が
な
い
か
ら
と
言
い
訳
し
て
努

力
す
る
こ
と
を
避
け
が
ち
な
の
で
、先
生
の
「
時

間
は
つ
く
る
こ
と
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
が
強

く
心
に
残
り
ま
し
た
。
先
生
は
、「
ど
ん
な
こ

と
も
集
中
し
て
決
定
を
は
や
く
し
て
無
駄
な
時

間
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
時
間
は

作
る
こ
と
は
で
き
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
実
際
に
先
生
も
仕
事
な
ど
多
忙
を
極
め
、

時
間
が
あ
ま
り
な
い
は
ず
な
の
に
、
様
々
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
時
間

を
う
ま
く
作
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
僕
は
今
回
の
先
生
の
お
話
を
聴
き
、

自
分
の
目
標
を
設
定
し
そ
の
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
さ
ら
に
次
の
目
標
を
立
て
、

い
く
つ
も
の
目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組

み
、
将
来
に
向
け
て
驀
直
前
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

  

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日　

校
長
室

に
て
、
有
田
耐
久
会
柏
原
会
長
よ
り
図
書
購
入

費
の
目
録
が
、
生
徒
会
長
中
山
敬
三
君
（
１

年
）
に
贈
呈
さ
れ
た
。

学校支援活動
「がんばれ母校 !  先輩が先生」

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

則　

岡　

宏　

牟　

氏

・
昭
和
22
年　

有
田
川
町
生
ま
れ

・
昭
和
41
年　

耐
久
高
校
卒
業
（
高
18
期
）

・
昭
和
41
年　

尼
崎
市
の
個
人
商
店
に
て

　
　
　
　
　
　

材
木
商
の
修
行

・
昭
和
49
年　

則
岡
木
材　

設
立

・
昭
和
53
年　

（
株
）
則
岡
工
業　

設
立

・
昭
和
55
年　

（
株
）
Ｎ
．
Ｎ
．
コ
ー
ポ
レ

　
　
　
　
　
　

ー
シ
ョ
ン　

設
立

　
　

現
在
、
古
民
家
再
生
事
業
に
傾
注
し
、

文
豪
谷
崎
潤
一
郎
に
関
連
す
る
家
屋
な
ど

を
手
が
け
て
い
る
。

　
　

36
歳
で
中
国
語
、
40
歳
で
英
語
を
マ
ス

タ
ー
、
現
在
は
韓
国
語
を
勉
強
中
。

　
　

40
歳
で
船
舶
免
許
、
60
歳
で
航
空
操
縦

免
許
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
取
得
。

　
　

趣
味
は
旅
行
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
・

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
バ
イ
ク
収
集
、
飛
行
機
操

縦
な
ど
多
数
。

生 

徒 

感 

想 

記

有
田
耐
久
会
よ
り

　

図
書
費
目
録
の
贈
呈

メールアドレス　t a i k y u - o @ c r e a m y . n a x . n e . j p
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耐
久
高
校
在
学
中
は
体
操
部
に
所
属
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
動
オ
ン
チ

で
文
化
系
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
短
大
在
学
中
、

学
校
公
演
で
初
め
て
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
を
聴
き
深
く
感
動
し
た
こ
と
が
、

芸
術
・
文
化
に
傾
倒
し
て
い
く
き
っ
か
け

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

結
婚
後
、
子
育
て
中
に
出
会
っ
た
親
と

子
で
生
の
舞
台
を
鑑
賞
す
る
「
子
ど
も
劇

場
」
活
動
の
中
で
、
バ
レ
エ
・
演
劇
・
音

楽
・
古
典
芸
能
等
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
舞

台
芸
術
に
接
し
、
そ
の
魅
力
に
取
り
付
か

れ
、
や
が
て
運
営
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、

企
画
す
る
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
も
次
第
に

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、〝
芸
術
文
化
で
地
域
お
こ
し
を
〞

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
様
々
な
活
動
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
和
歌
山
市
に
お
い
て
、
和
歌

の
浦
地
域
活
性
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
を
勤

め
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
頃

ま
だ
建
物
が
残
っ
て
い
た
「
不
老
館
」
を

核
に
（
保
存
し
）、
和
歌
の
浦
の
文
化
の
拠

点
に
…
…
と
願
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
不

老
館
」
は
当
時
の
市
長
の
独
断
で
あ
え
な

く
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
く
や
し
さ
と
無
念
さ
を
抱
え
な
が

ら
、そ
の
後
そ
の
場
所
に
完
成
し
た
「
ア
ー

ト
キ
ュ
ー
ブ
」
の
運
営
を
考
え
る
グ
ル
ー

プ
に
も
参
加
し
、「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

和
歌
山
」
を
主
宰
し
、
そ
の
小
さ
な
ホ
ー

ル
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
・

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
頃
は
皆
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
あ
り
そ

れ
ら
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
の
で

は
な
く
、
芸
術
・
文
化
で
地
域
を
変
え
て

い
け
る
の
で
は
？
と
意
気
込
ん
だ
り
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
簡
単
に
地
域
は
変
わ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
実
り

は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
唯
一
成
功
例

と
言
え
る
の
は
「
万
葉
薪
能
」。

　

平
成
８
年
夏
「
日
前
宮
薪
能
」
で
の
演

目
「
鶴
」
を
観
た
後
、
万
葉
歌
に
詠
わ
れ

た
和
歌
の
浦
を
題
材
に
誕
生
し
た
こ
の

「
能
」
を
な
ん
と
か
そ

の
地
で
上
演
し
た
い

と
の
想
い
に
か
ら
れ
、

友
人
２
名
と
３
年
間

の
準
備
期
間
を
経
て

実
行
委
員
会
を
作
り
、

平
成
11
年
10
月
10
日

片
男
波
公
園
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
の
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

第
１
回
か
ら
し
て
千
人
以
上
の
お
客
様

を
お
迎
え
し
た
そ
の
日
の
感
動
は
、
生
涯

忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

第
２
回
目
か
ら
は
そ
の
運
営
を
退
い
た

為
、
私
た
ち
は
種
を
蒔
い
た
に
す
ぎ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
（
平
成
14

年
設
立
）
が
出
来
、
公
演
は
12
回
を
迎
え
、

年
間
を
通
し
て
和
歌
浦
の
環
境
保
全
を
守

る
活
動
と
共
に
評
価
さ
れ
、
平
成
16
年
に

は
「
全
国
ふ
る
さ
と
づ
く
り
賞
」
振
興
奨

励
賞
を
受
賞
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
文
化
は
育
つ
も
の
だ
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
「
鶴
」
を
舞
っ
た
喜
多
流
能
楽
師
・

松
井
彬
氏
は
、
和
歌
山
市
を
拠
点
に
世
界

各
国
で
公
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
重
要

無
形
文
化
財
総
合
保
持
者
で
す
。

　

私
は
十
年
来
、
能
楽
師
（
古
典
）
の
域

を
超
え
た
芸
術
家
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
か

ら
前
衛
ま
で
）
松
井
彬
氏
と
そ
の
子
息
俊

介
氏
の
多
彩
な
活
動
を
多
く
の
人
々
に
お

知
ら
せ
し
「
能
」
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く

為
に
出
来
た
、
松
井
彬
・
俊
介
を
支
え
る

「
翔
か
け
り
の
会
」（
後
援
会
）
の
事
務
局
を
担
当

し
て
お
り
、
平
成
17
年
7
月
に
は
耐
久
高

校
の
学
校
公
演
と
し
て
有
田
市
民
会
館
に

於
い
て
、
松
井
彬
の
「
能
」
に
つ
い
て
の

話
と
創
作
能
「
身
代
わ
り
桜
」
を
上
演
の

機
会
が
あ
り
、
私
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂

い
た
の
で
す
が
、
母
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

が
本
当
に
集
中
し
て
話
を
聞
き
、
熱
心
に

舞
台
を
鑑
賞
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
、
い

た
く
感
激
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
４
月
８
日
に
は
和
歌
山
市
民
会

館
に
於
い
て
、
和
歌
山
市
在
住
の
フ
ラ
メ

ン
コ
舞
踊
家
、
森
久
美
子
さ
ん
と
そ
の
舞

踊
団
と
の
競
演
（
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
言
え

る
）
で
、「
能
と
フ
ラ
メ
ン
コ
で
綴
る
源
氏

物
語
」
―
情
念 

悲
恋
の 

六
条
御
息
所
― 

開

催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
久
美
子
さ
ん
も
和
歌
山
を
代
表
す
る

芸
術
家
で
あ
り
、
世
界
に
向
け
て
発
信
さ

れ
て
い
る
方
で
す
。「
能
」
の
静
と
「
フ
ラ

メ
ン
コ
」
の
動
と
が
、
舞
台
の
上
で
ど
の

よ
う
に
融
合
さ
れ
る
の
か
、
と
て
も
興
味

深
く
、
今
ま
で
に
な
い
「
源
氏
物
語
」
の

世
界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

様
々
な
文
化
と
出
会
い
、
様
々
な
人
々

と
出
会
い
35
年
余
り
住
ん
だ
和
歌
山
市
か

ら
、
出
身
地
で
も
あ
る
有
田
市
に
住
ま
い

を
移
し
た
今
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
地
で

ち
ょ
っ
と
ス
テ
キ
な
シ
ニ
ア
文
化
を
育
ん

で
い
け
た
ら
…
…
と
想
い
を
巡
ら
せ
て
お

り
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

•
有
田
市
出
身

•
耐
久
高
校
20
期
（
昭
和
43
年
卒
）

•
和
歌
山
信
愛
女
子
短
期
大
学
卒
業

•
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
和
歌
山
主
宰

•
松
井
彬
・
俊
介
を
支
え
る
「
翔
の
会
」

　
　

事
務
局

•
「
能
と
フ
ラ
メ
ン
コ
で
綴
る
源
氏
物
語
」

　
　

上
演
実
行
委
員
会　

事
務
局

第 11 回「万葉薪能」巴
撮影　久保 博山

綛　

田　

博　

美

様
々
な
文
化
と
の
出
会
い

　
　
　

― 

芸
術
文
化
で
地
域
お
こ
し
を 

―

第５回　ゆあさ行灯アート展
　　日　　時　4月13日（水）～17日（日）　18:30～21:00

　　場　　所　湯浅町重要伝統的建造物群保存地区
　　問い合わせ先　グリーンソサエティー
　　　　　　　　　　三ツ村 0737－63－0401

貸し出し用校章小旗と名札を用意しています。同期会の集いに、ご利用下さい。（事務局）

電気工事・浄化槽維持管理
各 種 水 道 設 備 工 事

古 川 総 合 設 備
有田市古江見75－5 
TEL（0737）82－4466
FAX（0737）82－2888

日　時　４月  ８日（金） 19時開演
場　所　和歌山市民会館　小ホール（全席指定）

◆チケットのお申込み・お問い合せ
　メール apwakayama@mountain.ocn.ne.jp

ＴＥＬ．０７３７－８２－４４８７
　　　　０９０－１４４７－０３６１（綛田）

主催：「能とフラメンコで綴る源氏物語」公演実行委員会　　後援：スペイン大使館  和歌山県･市教育委員会  他
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本
校
軟
式
野
球
部
は
地
区
大
会
を
経
て
、
近
畿
大

会
で
初
優
勝
を
な
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

左
記
、
試
合
順
に
結
果
を
報
告
致
し
ま
す
。

◆（
県
）高
等
学
校
軟
式
野
球
新
人
大
会（
兼
）

　

秋
季
近
畿
地
区
高
等
学
校
軟
式
野
球
大
会

１
回
戦
（
10
月
23
日
マ
ツ
ゲ
ン
有
田
球
場
）

　
　

対
桐
蔭
高
校　

７
対
０
で
勝
ち

２
回
戦
（
10
月
25
日
球
場
同
じ
）

　
　

対
箕
島
高
校　

２
対
１
で
勝
ち

決
勝
戦
（
10
月
26
日
球
場
同
じ
）

　
　

対
南
部
高
校　

３
対
０
で
勝
ち

　

こ
の
大
会
で
新
人
優
勝
、
近
畿
地
区
大
会
へ
の
県

代
表
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◆
平
成
22
年
度
秋
季
近
畿
地
区
高
等
学
校
軟
式
野
球
大
会

１
回
戦
（
11
月
５
日
兵
庫
県
三
田
城
山
公
園
野
球
場
）

　
　

対
神
港
学
園　

１
対
０
で
勝
ち

２
回
戦
（
11
月
６
日
球
場
同
じ
）

　
　

対
龍
谷
大
平
安
高
校　

４
対
０
で
勝
ち

決
勝
戦
（
11
月
７
日
球
場
同
じ
）

　
　

対
桃
山
学
院
高
校　

３
対
１
で
勝
ち

　

優
勝
決
定
後
、
優
勝
旗
を
授
与
さ
れ
選
手
た
ち
は

６
回
目
の
校
旗
掲
揚
と
校
歌
斉
唱
、
両
校
の
応
援
団

の
祝
福
を
受
け
な
が

ら
内
野
を
行
進
し
ま

し
た
。
以
上
の
大
会

中
特
筆
す
べ
き
は
、

全
試
合
を
投
げ
抜
い

た
主
戦
投
手
中
岡
は

も
ち
ろ
ん
、
少
な
い

チ
ャ
ン
ス
で
も
全
員

で
得
点
を
挙
げ
よ
う

と
す
る
突
破
力
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
目

立
た
な
い
仕
事
を
し

　

本
年
１
月
２
日
（
日
）、
グ
ラ
ン
ビ

ア
ホ
テ
ル
和
歌
山
に
お
い
て
、
当
時

の
恩
師
（
担
任
・
副
担
任
）
並
び
に
、

耐
久
高
校
の
校
長
先
生
・
教
頭
先
生

の
ご
出
席
を
賜
り
、
昭
和
54
年
卒
業

生「
第
31
期
普
通
科
、第
８
期
理
数
科
」

の
同
窓
会
を
参
加
人
数
約
１
４
０
名

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
は
、
次
の
よ
う
に
進
行
し

ま
し
た
。
①
同
窓
会
開
始
：
司
会
の

東
氏
・
上
続
さ
ん
の
開
会
の
辞
。
②

来
賓
挨
拶
：
柏
原
政
夫
美
氏
（
恩
師

代
表
）・
中
嶋
康
彦
氏
（
現
耐
久
高
校

学
校
長
）。
③
幹
事
団
挨
拶
：
冨
上
道

夫
（
同
窓
会
幹
事
長
）
の
同
窓
会
開

催
の
経
緯
並
び
に
出
席
者
へ
の
御
礼

等
。
④
乾
杯
：
岩
崎
浩
久
氏
（
現
耐

久
高
校
教
頭
）。以
上
を
か
わ
き
り
に
、

同
窓
会
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
談
は
、
新
谷
彰
氏
（
同
窓
会
世

話
人
）
が
今
回
の
た
め
に
卒
業
ア
ル

バ
ム
か
ら
抜
粋
し
作
成
し
た
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
を
全
員
で
鑑
賞
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
高
校
生
当

時
の
美
男
美
女
が
、
現
在
で
は
、
紳

士
淑
女
（
猛
者
女
傑
？
）
に
変
貌
し

て
い
る
様
子
に
、
一
同
驚
き
と
感
嘆

の
声
が
あ
が
り
、
同
窓
会
は
と
て
も

和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

歓
談
の
途
中
、
出
席
し
て
い
た
だ

い
た
恩
師
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
て
い

る
と
き
、
我
々
は
、
高
校
時
代
に
戻
っ

た
か
の
よ
う
に
先
生
方
の
お
話
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
互
い
に
高

校
時
代
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で

呼
び
合
い
、
昔
話
や
思
い
出

話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

ま
る
で
高
校
（
青
春
）
時
代

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
よ

う
で
し
た
。「
光
陰
矢
の
ご
と

く
」
予
定
し
た
1
次
会
の
3

時
間
は
、
思
っ
た
よ
り
も
早

く
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

次
回
幹
事
長
三
木
氏
と
幹
事

2
名
を
決
定
し
た
後
、
幹
事

団
代
表
謝
辞
、
並
び
に
司
会

に
よ
る
閉
会
の
辞
を
も
っ
て

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
（
約

１
１
０
名
）
は
、
１
次
会
の

盛
り
上
が
り
の
ま
ま
2
次
会

へ
と
な
だ
れ
こ
み
、
さ
ら
に

旧
友
と
の
な
ご
り
を
惜
し
み

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
窓
生
と

旧
交
を
温
め
た
り
、
恩
師
を

囲
ん
で
歓
談
し
て
い
る
様
子

を
見
た
と
き
に
、
我
々
、
同

窓
会
幹
事
団
は
、
同
窓
会
を
実
施
し

て
よ
か
っ
た
と
、
今
回
の
同
窓
会
に

関
す
る
準
備
会
を
振
り
返
り
な
が
ら

思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
同
窓
会
が
無
事
終
了

し
た
の
は
、
幹
事
団
「
ク
ラ
ス
世
話

人
（
各
ク
ラ
ス
：
男
子
1
名
・
女
子

1
名
：
計
18
名
）・
司
会
・
幹
事
（
川

井
氏
・
山
田
氏
の
案
内
発
送
や
人
数

集
約
等
）
に
支
え
ら
れ
た
結
果
で
す
。

幹
事
団
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
苦
し
い
日
程
設
定

の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
来
賓
の
方
々
、
並
び

に
同
窓
生
の
皆
様
に
も
重
ね
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
の
同
窓
会
で
は
、
同
窓
生
の

皆
さ
ん
並
び
に
恩
師
の
方
々
と
再
び

元
気
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

代
表
幹
事　

冨
上　

道
夫

高普31期高理８期

組織強化支援活動

「昭和54年卒・第31期普通科・第８期理数科」同窓会

近
畿
大
会
優
勝
ま
で
の
道
の
り

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。（事務局）
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て
く
れ
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、

球
春
到
来
と
共
に
更
な
る
躍
進
の
た
め
に
進
ん
で
行
き

ま
す
。

軟
式
野
球
部
顧
問　

玉
置　

淳

耐
久
高
校
軟
式
野
球
部　

紹
介

　
　
　
　

監　

督　
　

種
治　

宏
樹

　
　
　
　

部　

長　
　

玉
置　
　

淳　

﹇
祝
電
披
露
﹈

　

秋
季
近
畿
地
区
高
校
軟
式
野
球
大
会
の
初
優
勝
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
も
軟
式
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
誇
り
高
く
、
喜

び
で
一
杯
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
練
習
・

精
進
で
ご
活
躍
下
さ
る
事
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま

す
。

公
明
党
政
調
会
長
代
理　
　
　

衆
議
院
議
員　

西　

博
義

　

２
０
１
１
年
、
新
し
い
年
を
迎
え

て
間
も
な
い
１
月
２
日
、
私
た
ち
平

成
19
年
耐
久
高
校
卒
業
生
は
有
田
市

に
あ
る
鮎
茶
屋
で
同
窓
会
を
行
っ
た
。

男
子
54
名
、
女
子
69
名
、
そ
し
て
お

忙
し
い
中
こ
の
日
の
た
め
に
わ
ざ
わ

ざ
時
間
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
3
名
の
先
生
方
を
含
む

１
２
６
名
で
開
催
さ
れ
た
同

窓
会
は
終
始
笑
い
声
の
絶
え

な
い
同
窓
会
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
、
全
員
に
よ
る
集

合
写
真
撮
影
で
幕
を
開
け
た

同
窓
会
は
、
１
年
生
の
こ
ろ

に
行
っ
た
沖
縄
へ
の
修
学
旅

行
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、「
今
だ
か

ら
い
え
る
ご
め
ん
な
さ
い
」

の
発
表
な
ど
、
現
在
と
過
去

を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
あ
っ
た
。
誰
も

が
幼
さ
の
残
る
自
分
や
友
の

顔
に
照
れ
く
さ
さ
を
感
じ
、

目
の
前
に
い
る
成
長
し
た
自

分
や
仲
間
の
姿
に
、
少
し
ば

か
り
の
誇
り
を
感
じ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
の
頃

よ
り
、
大
人
に
な
っ
た
友
の

顔
は
と
て
も
輝
い
て
見
え
た
。

　

耐
久
高
校
を
卒
業
し
て
早

４
年
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
で
生
き
る
仲

間
た
ち
と
の
再
会
は
、
言
葉

で
表
せ
な
い
ほ
ど
の
優
し
さ

と
温
か
さ
で
溢
れ
て
い
た
よ

う
に
思
う
。
同
じ
３
年
間
を

過
ご
し
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
、
顔

を
見
れ
ば
す
ぐ
に
あ
の
こ
ろ
に
戻
っ

て
話
が
で
き
る
。
あ
ら
た
め
て
同
窓

生
の
存
在
の
大
き
さ
に
気
付
け
た
と

と
も
に
、
同
窓
生
の
大
切
さ
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
１
日
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
う
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
に
気
付
け
た
だ

け
で
も
、
今
回
の
同
窓
会
に
携
わ
れ

て
本
当
に
良
か
っ
た
。
今
回
の
同
窓

会
開
催
に
あ
た
り
、
何
か
月
も
前
か

ら
準
備
を
し
て
く
れ
た
幹
事
の
み
ん

な
、
そ
し
て
今
回
の
同
窓
会
を
楽
し

ん
で
く
れ
た
み
ん
な
、
参
加
で
き
ず

と
も
今
回
の
同
窓
会
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
た
み
ん
な
、
み
ん
な
が

い
た
か
ら
本
当
に
素
晴
ら
し
い
同
窓

会
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
今
回

の
同
窓
会
に
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ

携
わ
っ
て
く
れ
た
み
ん
な
に
こ
の
場

を
借
り
て
心
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」

を
送
り
た
い
。

　

久
し
ぶ
り
に
再
会
で
き
た
仲
間
の

笑
顔
。
あ
の
頃
と
変
わ
ら
な
い
表
情

で
笑
い
か
け
て
く
れ
た
友
た
ち
に
、

「
人
が
繋
が
る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味

を
教
え
て
も
ら
っ
た
気
が
す
る
。
耐

久
高
校
で
同
じ
時
間
を
過
ご
し
同
じ

思
い
出
を
共
有
で
き
る
仲
間
へ
。
い

つ
か
笑
顔
で
ま
た
会
お
う
。西

川　

恭
矢

打
順
守
備

氏　

名

学
年

1

8
楠
部　

良
太
2

主　

将

2

9
田
村　

侑
平
2

副
主
将

3

2
宮
前　

貴
成
2

4

3
三
木　

茂
人
2

5

1
中
岡　

俊
介
2

6

4
高
垣　

大
輝
2

副
主
将

7

6
後　
　

盛
太
2

8

7
藪
野　

昇
希
2

9

5
則
藤　

悠
人
1

硲
田　

容
隆
2

上
山　

裕
平
2

岩
﨑　

祥
大
1

竹
鼻　

大
智
1

林　
　

晃
希
1

應
矢　

遼
作
1

楠
本　

将
貴
1

小
原　

啓
矢
1

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

梅
本
美
乃
里
2

山
﨑　
　

香
2

木
村　
　

優
1

江
川　
　

幸
1

高59期

組織強化支援活動

平成19年卒耐久高校同窓会を終えて

最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。
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平
成
22
年
11

月
９
日
（
火
）

少
し
風
が
強
か

っ
た
が
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
泉

南
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
の
２

回
目
、
第
９
回

の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
23
名
の
参

加
で
開
催
し
、

楽
し
く
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

地
元
有
田
か
ら

も
下
野
会
長
を

は
じ
め
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
優
勝
は
第
十
五
期
の
森
本
好
典
さ
ん

で
ネ
ッ
ト
70
で
し
た
。
参
加
賞
は
い
つ
も
の
湯
浅

産
の
干
物
で
大
好
評
で
し
た
。

　

次
回
は
５
月
13
日
（
金
）
に
第
10
回
の
コ
ン
ペ

を
同
じ
く
泉
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
予
定

で
す
。
同
窓
会
員
、
関
係
者
の
皆
様
の
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

関
西
耐
久
会
ゴ
ル
フ
幹
事　

岡　

伸
彦
（
高
14
期
）

　

9
月
5
日
、「
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ

ワ
ー
」
か
ら
耐
久
高
校
の
校
歌
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
姿
勢
を
正
し
、
♪
し

の
〜
の
め
な
び
く
お
い
し
や
ま
♪
と
声

高
ら
か
に
歌
う
１
５
３
人
は
何
十
年
か

の
過
ぎ
た
時
を
忘
れ
、
み
ん
な
耐
久
高

校
生
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。
萩
平
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
ご
来
賓
の
下
野
同
窓

会
会
長
、
中
嶋
校
長
、
西
衆
議
院
議
員

の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、18
期
の
谷
口
維
紹
氏
に「
免

疫
と
が
ん
の
研
究
を
巡
る
私
の
研
究
歴

と
思
い
出
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
谷
口
氏
は

２
０
０
９
年
に
文
化
功
労
者
に
顕
彰
さ

れ
た
、
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
教
授
で
す
。
旧
清
水
町
の
複
々
式
の

小
学
校
で
、
耐
久
高
校
に
行
く
こ
と
を

夢
見
て
い
た
と
い
う
話
か
ら
、
テ
ニ
ス

を
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
た
高
校
時

代
の
話
、
そ
し
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
朝
永

振
一
郎
博
士
に
魅
せ
ら
れ
て
東
京
教
育

大
学
（
現
筑
波
大
学
）
に
進
学
し
た
話
。

ナ
ポ
リ
大
学
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
世
界
的
に
有
名
な

博
士
達
と
切
磋
琢
磨
し
た
研
究
生
活
の

話
。
免
疫
と
が
ん
の
研
究
を
簡
単
に
分

か
り
や
す
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
世

界
中
か
ら
講
演
の
依
頼
が

殺
到
し
て
い
る
と
い
う
教

授
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親

し
み
や
す
く
温
か
い
人
柄

が
に
じ
み
出
る
お
話
で
し

た
。
同
期
の
18
期
の
皆
さ

ん
が
、
湯
浅
か
ら
バ
ス
を

仕
立
て
て
応
援
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
同
期
を
代
表

し
て
、
二
階
氏
が
祝
福
の

言
葉
を
、
川
本
氏
が
手
作

り
の
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。
18
期
の
団

結
力
の
強
さ
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

阪
本
名
誉
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
懇

親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
13
期
の
菊
山

ひ
ろ
み
氏
が
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
熱
唱
し
て

会
場
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
菊
山
氏
は
耐
久
高
校
の
音
楽
部

で
活
躍
し
、
宝
塚
の
深
緑
夏
代
さ
ん
、

風
か
お
る
さ
ん
に
師
事
し
シ
ャ
ン
ソ
ン

歌
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

紀
州
の
味
覚
「
な
れ
ず
し
、し
ら
す
」

も
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で

積
も
る
話
が
花
開
き
ま
し
た
。
同
級
生

だ
け
で
な
く
、
友
達
の
お
兄
さ
ん
や
お

姉
さ
ん
に
会
え
る
と
い
う
の
が
同
窓
会

の
面
白
さ
で
す
。
ご
来
賓
の
上
山
湯
浅

町
長
、
田
辺
和
歌
山
耐
久
会
会
長
、
柏

原
有
田
耐
久
会
会
長
の
紹
介
の
後
、
各

期
ご
と
の
写
真
撮
影
で
す
。
今
回
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
18
期
43
人
で
、
2
位

の
16
期
25
人
を
大
き
く
引
き
離
し
ま
し

た
。

　

各
期
の
幹
事
が
苦
労
し
て
参
加
者
を

募
り
、
こ
ん
な
に
ぎ

や
か
な
楽
し
い
同
窓

会
が
開
催
で
き
る
の

で
す
。
初
め
て
大
阪

方
面
に
出
て
き
て
不

安
を
感
じ
て
い
る
若

い
方
々
が
、
こ
の
同

窓
会
に
参
加
す
れ
ば

ど
れ
だ
け
心
強
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
次
は
、

高
校
を
卒
業
し
て
初

め
て
の
方
に
は
、
無
料
で
招
待
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
３
月
に
卒
業

し
、
故
郷
を
離
れ
る
た
く
さ
ん
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
23
年
度

は
９
月
４
日
（
日
）
で
す
。
で
は
、
次

回
も
た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま
り
、
楽
し

い
会
が
出
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
22

年
度
の
関
西
耐
久
会
の
報
告
と
し
ま

す
。

関
西
耐
久
会
幹
事
長　
　

地
引　

民
子
（
高
17
期
）

情報ボックス

組
織
強
化
支
援
対
象
記
念
同
窓
会

い
よ
い
よ
来
年
は
あ
な
た
の
期
で
す
！

・
高
32
期
（
昭
和
55
年
３
月
卒
業
）

・
高
60
期
（
平
成
20
年
３
月
卒
業
）

谷口教授ご夫妻

谷口 維紹 教授

ご来賓のみなさん

関西耐久会

第
９
回 

関
西
耐
久
会

　
　
　

 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

平成22年度 関西耐久会総会

同窓会のホームページURL　http://www.taikyu-h.wakayama-c.ed.jp/obroom/obindex.htm
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平
成
22
年
10
月
31
日
（
日
曜
日
）

　

関
東
耐
久
会
の
活
動
で
発
足
以
来

続
け
て
き
ま
し
た
秋
の
バ
ス
旅
行
を

今
回
観
劇
会
と
し
ま
し
た
。

　

団
体
で
席
を
確
保
す
る
為
に
、
前

売
り
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
と

な
り
日
時
や
参
加
人
数
を
前
も
っ
て

把
握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
大
き

な
問
題
で
し
た
が
、
当
初
心
配
し
た

こ
と
も
チ
ケ
ッ
ト
配
布
で
無
事
に
済

み
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。（
参
加
人

数
38
名
）

　
「
国
超
え
て
歌
う
一
家
―
ト
ラ
ッ
プ

家
族
合
唱
団
の
物
語
」
や
「
菩
提
樹
」

の
題
で
翻
訳
出
版
さ
れ
、
１
９
６
５

年
映
画
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
で
私
た
ち
に
も
親
し
み
深
い

『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ  

・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』

の
舞
台
を
劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

第
二
次
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
占
領
下

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
修
道
女
マ
リ

ア
が
ト
ラ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員

と
な
り
合
唱
団
と
し
て
歌
で
人
々
を

励
ま
し
続
け
た
実
話
を
基
に
し
た
家

族
愛
と
平
和
へ
の
希
望
を
再
現
し
た

舞
台
で
し
た
。
ド
レ
ミ
の
う
た
、
エ

ー
デ
ル
ワ
イ
ス
等
き
っ
と
誰
も
が
耳

に
し
た
歌
で
劇
場
の
雰
囲
気
も
盛
り

上
が
り
午
後
の
上
演
時
間
中
、
し
ば

ら
く
現
実
を
忘
れ
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

鑑
賞
後
は
劇
場
近
く
の
ホ
テ
ル
最

上
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
真
下
に
隅

田
川
・
浜
離
宮
・
東
京
湾
、 

窓
の
外
に

東
京
タ
ワ
ー
等
広
が
る
夕
焼
け
を
背

景
に
、
会
食
し
な
が
ら
日
頃
の
様
子

な
ど
楽
し
く
談
話
し
解
散
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
、
バ
ス
旅
行
で
は
お
会

い
で
き
な
か
っ
た
方
々
の
参
加
が
あ

っ
た
こ
と
は
喜
び
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
企
画
を
考
え
て
ゆ
き
ま
す
の
で

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

塚
本
か
よ
子
（
高
25
期
）

　

平
成
22
年
10
月
20
日
（
水
）、

有
田
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

於
い
て
、
７
組
28
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
恒
例
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
よ
う
な
悪
天
候
に

な
ら
な
い
か
と
心
配
し
ま
し

た
が
、
ま
ず
ま
ず
の
良
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
一
日
プ
レ

ー
で
き
、
12
名
の
方
が
グ
ロ

ス
80
台
と
好
ス
コ
ア
を
マ
ー

ク
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
今
回
は
、
初
参
加
の
丸
山
太
一
さ
ん
（
43
年
卒
）

が
グ
ロ
ス
88
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

は
、
岩
崎
文
彦
さ
ん
（
41
年
卒
）
の
81
で
し
た
。

　

次
回
は
、
３
月
23
日
（
水
）
に
有
田
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ふ
る
っ
て
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

柏
原　

政
夫
美
（
高
19
期
）

　平成 22年 9月 10日（金）に栃木県鹿沼市の
「広陵カントリークラブ」にて開催いたしました。

　今回は少し参加者が少なく、9名でプレーいたしま
した。通例では前日に一泊いたし、翌日プレーするケー
スでしたが、今回は日帰りでのゴルフ大会でした。
　優勝者は森　治夫様（昭和 33年卒）でした。

東
京
・
四
季
劇
場
﹇
秋
﹈
に
て

Ⅰ 

小
學
国
語
読
本 

巻
十

（
尋
常
科
用
）

Ⅱ 

小
学
科
国
語 

六
（
国
民
学
校
用
）

中
井
常
蔵
先
生（
旧
中
18
期
）の 

「
稲
む
ら
の
火
」が
こ
の
本
の
中
に

載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
願
い ※

昭
和
十
二
年
か
ら
尋
常
高
等
小
学
校
用
と
し
て
（
巻

十
）、
又
、
十
六
年
か
ら
国
民
学
校
小
学
科
用
六
と
し

て
昭
和
二
十
二
年
迄
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
科
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
学
校
の
方
に

ご
寄
贈
願
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？

関
東
耐
久
会 

観
劇
会

第
４
回
有
田
耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

関東耐久会

有
田
耐
久
会

関東耐久会 第７回ゴルフ大会

則 岡 宏 牟
（高18期）

www.sunnyside-nn.net

◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

頑張れ母校・負けるな耐久

橋本印刷所
橋 本 佳 己（高4期）湯浅町駅前通商店街 TEL 62－3135

上 山 哲 司（高28期）

ドンキー

coffee & restaurant
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私
達
は
旧
制
県
立
耐
久
中
学
校
を
昭
和
二
十
三
年
の
三

月
に
卒
業
、
そ
れ
ぞ
れ
進
学
も
し
、
就
職
し
て
苦
難
の
道

を
乗
り
越
え
退
職
し
て
か
ら
早
く
も
傘
寿
を
迎
え
ま
し

た
。

　

今
年
も
同
窓
会
を
と
い
う
こ
と
で
、
去
る
九
月
二
十
五

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
場
所
は
橘
家
で
、
十
八
名
の
出
席

を
頂
き
ま
し
て
中
学
校
当
時
の
思
い
出
話
、
あ
の
校
庭
で

の
中
間
運
動
の
こ
と
や
部
活
動
で
頑
張
っ
た
こ
と
、
ま
た

忘
れ
ら
れ
な

い
南
海
地
震

に
よ
る
津
波

の
こ
と
等
々

親
し
く
話
し

合
い
僅
か
な

時
間
で
し
た

が
互
い
に
旧

友
を
温
め
あ

え
た
と
思
い

ま
す
。
今
後

共
耐
久
の
真

･
美
・
健
を

忘
れ
る
こ
と

な
く
進
ん
で

行
き
た
い
で

す
。

榎
木　

現
造

白
き
も
の
殖
え
て
美
し
菊
日
和　
　

任
亘 　

　

今
年
の
夏
は
殊
の
外
暑
く
、
秋
の
訪
れ
も
遅
れ

ま
し
た
が
、
十
月
と
も
な
れ
ば
、
凌
ぎ
易
く
な

り
、
去
る
20
日
、
21
日
、
母
校
と
、
故
郷
を
偲
ぶ

場
所
と
し
て
最
も
相
応
し
、
国
民
宿
舎
、
湯
浅
城

に
集
り
ま
し
た
。

　

先
ず
記
念
写
真
を
撮
り
、
其
の
後
各
部
屋
に
入

り
、
宴
会
は
18
時
過
ぎ
よ
り
、
富
山
千
秋
氏
の
司

会
に
よ
る
、
開
会
の
言
葉
で
始
ま
り
、
校
歌
を
合

唱
し
、
物
故
者
44
名
の
御
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を

致
し
、
世
話
人
代
表
の
一
言
「
私
達
高
校
時
代
、

共
に
学
び
共
に
遊
ん
だ
１
７
０
人
、
こ
の
三
年
間

を
共
有
す
る
縁
で
結
ば
れ
た
仲
間
で
す
。
こ
の
縁

を
確
か
め
、
育
て
て
ゆ
く
の
が
同
窓
会
、
今
後
も

許
す
限
り
永
く
回
を
重
ね
た
い
。」
と
の
挨
拶
で
結

び
、
千
葉
よ
り
の
友
、
石
川
忠
雄
氏
の
乾
杯
の
音

頭
で
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
舘
山
寺
温
泉
で
逢
っ
た
人
も
、
又
、
久
し

振
り
に
再
会
し
た
友
も
、
一
瞬
の
間
に
和
気
藹
々

と
話
が
弾
み
、
途
中
女
性
有
志
に
よ
る
踊
り
や
、

男
性
を
交
え
て
の
カ
ラ
オ
ケ
で
、
時
間
の
過
ぎ
る

の
を
忘
れ
て
い
る
う
ち
に
、
お
開
き
の
時
が
参

り
、
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
次
回
は
京
都
、

大
阪
に
幹
事
を
お
願
い
し
て
、
二
次
会
は
別
室
に

集
り
、
町
の
夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
熟
れ
鮨
や

海
老
煎
餅
で
盃
を
重
ね
、
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。

　

翌
日
は
湯
浅
の
「
重
伝
建
」
を
、
語
り
部
さ
ん

と
共
に
、
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
楽
し
く
散
策

の
後
、
再
会
を
誓
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
途
に
着

き
ま
し
た
。

童
顔
を
残
し
老
い
た
り
後
の
月　
　

任
亘　

夏
見　

任
亘

旧
制
県
立
耐
久
中
学
を

　

昭
和
23
年
に
卒
業
の
会

旧中42期

同
年
の
皇
后
さ
ま
の
お
誕
生
日
に
同
窓
会

高5期

「同窓会館建設」夢の実現にご理解とご協力を！

柏　原　政夫美（高19期）
〒 643-0032 有田郡有田川町天満 60 ‒ 1

ＴＥＬ（0737）52－ 5235
ＦＡＸ（0737）52－ 5630
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平
成
22
年
8
月
21
日　
　
　
　

於　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア　

　

東
京
発
下
り
の
新
幹
線
の
中
で
、
明
日
は
誰
に

会
え
る
か
と
、
さ
い
た
ま
市
在
住
の
私
の
胸
は
高

鳴
っ
て
い
た
。

　

密
か
に
憧
れ
て
い
た
人
は
、
病
が
ち
な
彼
は
、

み
ん
な
の
マ
ド
ン
ナ
な
り
し
人
は
、
前
回
の
二
次

会
で
飲
ん
だ
気
の
お
け
な
い
連
中
は
ま
た
今
回
も

参
加
し
て
い
る
か
？
等
々
頭
を
駆
け
め
ぐ
る
。

　

ま
た
、
久
し
振
り
に
広
や
湯
浅
方
面
に
足
を
伸

ば
し
、
濱
口
梧
陵
先
生
の
お
墓
や
明
恵
上
人
ゆ
か

り
の
施
無
畏
寺
に
お
参
り
し
た
い
と
も
願
っ
て
い

た
。

　

明
け
て
当
日
。
同
窓
生
２
９
８
名
中
3
割
強
の

93
名
が
出
席
し
、
ま
ず
は
盛
況
で
あ
っ
た
。
す
で

に
何
回
か
の
同
窓
会
で
名
前
と
顔
の
不
一
致
の
人

は
少
な
い
。

　

開
会
に
先
立
ち
全
員
の
記
念
写
真
を
撮
影
。
残

念
な
こ
と
に
、
物
故
者
は
28
名
を
数
え
、
全
体
の

10
％
弱
と
な
っ
て
い
た
。

　

司
会
の
生
駒
敏
賀
君
の
合
図
で
ま
ず
、
亡
く
な

ら
れ
た
師
と
友
に
１
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
る
。

…
…
天
界
の
同
窓
生
の
面
影
が
走
馬
灯
の
ご
と
、

頭
を
駆
け
め
ぐ
る
…
…

　

そ
し
て
開
会
。

　

ま
ず
、
湯
浅
商
工
会
議
所
会
長
の
白
子
勝
昭
君

の
気
配
り
の
あ
る
流
暢
な
開
会
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。
続
い
て
イ
ズ
ミ
ヤ
㈱
現
会
長
の
林
紀
男
君
の

乾
杯
の
音
頭
。
イ
ズ
ミ
ヤ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
巧

み
に
織
り
込
ん
だ
さ
す
が
現
役
の
企
業
人
と
お
も

わ
せ
る
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
挨
拶
。

　

そ
の
後
歓
談
と
な
る
。
回
転
テ
ー
ブ
ル
に
は
盛

り
だ
く
さ
ん
の

料
理
が
次
々
と

運
ば
れ
、
各
種

酒
類
が
並
べ
ら

れ
、
杯
の
ふ
れ

あ
う
音
と
再
会

の
喜
び
の
挨
拶

が
各
所
で
聞
こ

え
て
く
る
。

　

話
が
つ
き
な

い
中
、
カ
ラ
オ

ケ
が
始
ま
っ

た
。

　

上
山
（
旧
姓

保
関
）
寿
子
さ

ん
の
詩
吟
と
唄

は
プ
ロ
も
顔
負

け
。

　

恒
例
と
な
っ

た
思
い
出
の
写

真
、
今
回
高
校
入
学
時
の
ク
ラ
ス
別
集
合
写
真
が

1
組
か
ら
6
組
ま
で
す
べ
て
映
し
出
さ
れ
、
あ
っ

と
い
う
間
の
50
年
間
を
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、

あ
の
懐
か
し
い
日
々
に
引
き
戻
し
て
く
れ
、
必
ず

し
も
平
坦
で
な
か
っ
た
吾
が
人
生
の
、
今
の
幸
せ

を
同
窓
生
と
と
も
に
か
み
締
め
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

中
締
め
は
小
野
（
旧
姓
中
村
）
泰
尚
君
、
さ
す

が
元
校
長
先
生
ぴ
っ
た
り
と
締
ま
っ
た
。

　

や
が
て
再
会
を
誓
い
名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
、

各
ク
ラ
ス
毎
に
二
次
会
へ
と
散
っ
た
。

　

次
回
は
古
稀
を
越
え
る
。
ま
だ
小
僧
っ
こ
だ
。

喜
寿
、
傘
寿
は
当
然
米
寿
、
卒
寿
を
目
指
し
こ
の

同
期
会
が
続
く
こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
。

前　

寿
二

高13期

　本年1月3日、約10年ぶりにOB有志が一堂に会し、
懇親会を開きました。
　有志が集うのは 2回目ですが、今回は、把握できて

いる 50 名の住所録を作成し、配布したところ参加者
から、「柔道部活動をもっと支援すべきだ。そのため
にOB会を立ち上げ少しずつでも会員を充実すべきだ」
との意見が多く出たため、その場で「OB 会」を立ち
上げ、満場一致で中井賢次氏を初代会長に擁立いたし
ました。
　この会員充実のため、高校在学中、柔道部に在籍し
ていた方の、卒業年月、住所氏名、電話番号等の情報を、
ご本人、または同窓生の皆様から頂けますようお願い
申し上げます。

　なお、連絡先は、以下の通りです。
　 　　広川町唐尾1118-3　舟瀬　亨
　 　　TEL 0737‒62‒4939・FAX 0737‒65‒3377
　 　　携帯 090‒3708‒0890

昭
和
36
年
卒
業
生
同
窓
会

耐久高校柔道部OB有志だより

高校７期同窓会開催の御案内
 日時　平成23年 4月6日（水）
 会場　ダイワロイネットホテル和歌山

最後の同窓会です。
是非の御参加を！

デジカメよりプリントは
超高画質フジカラー純正で20分仕上げ！

オークワ湯浅店 TEL（0737）63－2170
オークワ吉備店 TEL（0737）52－7808

来年　創立160周年
母校の更なる飛躍と発展を！

下　野　憲　英（高13期）

郵便振替口座の開設について（口座番号）00900-5-298293（口座名称）和歌山県立耐久高等学校同窓会（加入者払込局）湯浅郵便局

ei-kobata@kbts.jp

太田久助吟製
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耐
久
高
校
空
手
道
部
は
、

30
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
に
19
回
の
全
国
大

会
出
場
を
誇
る
、
伝
統
あ
る

ク
ラ
ブ
で
す
。
な
か
で
も
、

昭
和
51
年
に
は
、
全
国
高
校
空
手
道

選
手
権
大
会
男
子
防
具
組
手
に
お
い

て
、
個
人
優
勝
を
成
し
遂
げ
て
い
ま

す
。
部
員
数
は
、
３
年
生
５
名
・
２

年
生
５
名
・
１
年
生
７
名
の
計
17
名

で
、
６
月
の
総
体
以
降
３
年
生
が
引

退
し
、
１
・
２
年
生
（
女
子
の
み
）

で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
に
は
、
突
き
・
蹴
り
・
打

ち
を
用
い
て
相
手
と
対
戦
し
、
寸
止

め
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
で
勝
敗
を
決
す

る
組
手
競
技
と
、
相
手
の
動
き
を
想

定
し
、
各
種
の
技
を
決
ま
っ
た
順
序

で
演
舞
す
る
形
競
技
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ど
ち
ら
に
も
個
人
戦
と
団
体

戦
が
あ
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

競
技
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
最
近
で

は
、
全
国
大
会
で
活
躍
す
る
選
手
の

多
く
が
小
さ
い
頃
か
ら
の
経
験
者

で
、
高
校
か
ら
始
め
た
選
手
は
ほ
ん

の
わ
ず
か
で
す
。
本
校
で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
初
心
者
で
す
が
、
日
々
の
練

習
を
大
切
に
し
、
経
験
者
に
勝
て
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
総
体
で
力
を
発
揮
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

夏
の
選
手
権
大
会
で
は
、
女
子
団
体

組
手
で
２
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
秋
の
新
人
大
会
で

も
、
女
子
団
体
形
３
位
・
団
体
組
手

２
位
・
個
人
組
手
３
位
と
、
３
種
目

で
近
畿
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
大
会
で
の
好
成
績
を
目

標
と
す
る
一
方
、
誰
か
ら
も
好
か

れ
、
誰
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
人
間

を
目
指
し
、
身
体
を
鍛
え
る
と
と
も

に
、
心
の
成
長
を
促
せ
る
ク
ラ
ブ
活

動
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

顧
問　

中　

啓
紀

『
編
集
後
記
』

　

〜
東
雲
な
び
く
生
石
山
、
夕
日
に
映

ゆ
る
那
耆
の
海
〜　

校
歌
の
ご
と
く
自

然
は
今
、
柔
ら
か
い
春
の
光
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

関
東
耐
久
会
は
じ
め
各
期
の
同
窓
会

が
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い

る
様
子
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
俳
壇
・
柳
壇
・
歌
壇
に
寄
稿
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
か
ら
の
多
く

の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
の
特
集
と
し
て
、
日
本
の
伝
統

的
芸
能
、
能
楽
「
喜
多
流
」
の
事
務
局

と
し
て
、
長
年
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

綛
田
博
美
氏
に
「
様
々
な
文
化
と
の
出

会
い
」
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
執
筆

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
創
立
１
６
０
周
年

記
念
事
業
に
向
け
て
実
行
委
員
会
が
昨

年
9
月
に
発
足
し
、
そ
の
準
備
が
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

卒
業
さ
れ
る
生
徒
の
皆
さ
ん
。

二
十
一
世
紀
の
中
枢
と
な
る
君
た
ち
の

門
出
を
心
か
ら
祝
福
し
、
将
来
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
校
で
学
ん
だ

数
々
の
思
い
出
を
心
の
糧
と
し
て
、
夢

の
実
現
に
向
か
っ
て
邁
進
し
、
さ
ら
に

母
校
を
忘
れ
ず
、
同
期
の
交
友
を
一
層

広
め
深
め
て
く
だ
さ
い
。

　

耐
久
同
窓
会
は
い
つ
ま
で
も
皆
さ
ん

の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
た
い
と
、
応

援
し
て
い
ま
す
。

　
　

花
ひ
と
り
開
く
に
あ
ら
ず

　
　

春
風
来
た
り
て
開
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
元

　

本
会
報
の
発
行
に
際
し
、
多
く
の

方
々
か
ら
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

端　

野　

文　

子

・
白
魚
の
命
滴
る
四
ツ
手
網

・
紀
の
海
へ
雛
舟
送
る
波
頭

（
高
12
期
）

凡　
　

骨　
　

堂

・
た
ん
か
切
る
片
肌
脱
ぎ
も
古
語
辞
典

・
香
水
の
か
ぎ
分
け
も
で
き
喜
寿
を
生
く

下　

野　

香　

代

・
母
ひ
と
り
橋
の
上
に
て
笑
む
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　

湯
の
峰
辺
と
辿
り
て
捜
す

（
高
4
期
）

（
高
20
期
）

（
高
1
期
）

西　

島　

志
げ
子

・
蟹
つ
り
の
子
わ
す
れ
し
か
赤
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

軒
に
吊
し
て
三
日
す
ぎ
た
り

▶ご投稿お待ちしています。〒643-0004  湯浅町湯浅1985　耐久高等学校・同窓会事務局 TEL（0737）62-4148

◎
県
下
秋
季
軟
式
野
球
大
会

（
新
人
戦
）
で
の
優
勝
、
そ
し

て
近
畿
大
会
で
の
初
王
者
に
！

軟
式
ナ
イ
ン
の
健
闘
に
大
い

な
る
拍
手
を
贈
り
た
い
。

二
本
の
優
勝
旗
は
校
長
室
に

誇
ら
し
げ
に
輝
い
て
い
る
。

◎
「
稲
む
ら
の
火
」
を
大
々

的
に
取
ら
え
た
教
科
書
が
今

回
、
四
社
程
か
ら
出
版
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
小
学
三
・
四
年

用（
日
本
文
教
出
版
）
に
は
清

水
勳
先
生
の
お
話
や
現
地

で
案
内
さ
れ
て
い
る
写
真

等
が
掲
載
さ
れ
て
お
り

話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

◎ 

訃
報 

高
校
第
六
代
校
長 

広
井
隆
先
生
が
昨
年
十
月
に

黄
泉
の
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

（
享
年
八
十
九
歳
）
四
期
生
同

窓
会
と
は
特
に
親
交
深
く
平

成
十
九
年
五
月
、
河
口
湖
畔

う
ぶ
や
で
同
部
屋
だ
っ
た
の

が
先
生
と
の
最
後
の
旅
と
な

り
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。（
橋
本
）

◆
ご
献
金
に
感
謝

・
旧
事
務
職
員
の
会
様

・
有
田
高
女
同
窓
会
様

・
旧
中
42
期
同
窓
会
様

・
高
校
13
期
同
窓
会
様

・
高
校
31
期
同
窓
会
様

絆 絆 
空 

手 

部 

の 

巻

部活OB・OGたちの 


